
第２回鎌倉市観光基本計画推進委員会会議録
日時：令和３年（2021年）10月８日（金）15時30分～17時00分
会場：オンライン会議（鎌倉市役所本庁舎　第２委員会室）
参加者：海津委員長、仲田副委員長、藤川委員、渡邊委員、大戸委員、須藤委員、中杉委員
事務局：齋藤市民防災部長、廣川市民防災部次長、鷲尾観光課長、秋山観光課長補佐、古賀職員、小嶋職員
	事務局

	　定刻となりましたので、
　ただいまから鎌倉市観光基本計画推進委員会を開催いたします。
私は、本日の司会を務めさせていただきます、観光課長の鷲尾です。どうぞよろしくお願いします。
会議に先立ちまして、
市民防災部長の齋藤からご挨拶させていただきます。

	事務局

	皆様こんにちは。市民防災部長の齋藤です。本日は第２回の鎌倉市観光基本計画推進委員会にご出席いただき誠にありがとうございます。
さて、コロナ禍の影響は鎌倉市においても非常に顕著でありまして、昨年の延べ観光客数は一昨年と比べて60パーセント減の738万人と過去最も少ない状況でした。10月となり、緊急事態宣言が全国的に解除となり、鎌倉にも観光客が戻りつつありますが、これまでのように新型コロナウィルスを全く意識しない日常が戻るのか、今後についてはまだ見通せない状況です。このような状況下で観光行政にどのように取り組んでいくのか、アフターコロナを見越して取り組むべきものを見据えて成熟した観光都市に磨きをかけていきたいと考えています。
どうぞ委員の皆様には忌憚のないご意見をいただきますようお願い申し上げまして私からの挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。

	事務局
事務局


	それでは続きまして、今年度鎌倉市観光課に人事異動がありましたので職員の紹介をさせていただきます。
―職員自己紹介―
それでは、事前にお送りしております会議の資料をご用意ください。

資料２枚目の委員名簿をご覧ください。

本日、大津委員と榊原委員が所用のためご欠席です。

また、今回、神奈川県神社庁鎌倉・横須賀・三浦連合支部から新任の大戸委員にご出席をいただいております。

お手数ですが、各委員の皆さまから簡単に自己紹介をお願いいたします。

自己紹介は、鎌倉市観光基本計画推進委員会委員名簿の順にお願いいたします。

	各委員
	―各委員自己紹介―

	事務局

	ありがとうございました。

議事に入る前に申し上げます。委員会につきましては、委員９名中６名のご出席であり、鎌倉市観光基本計画推進委員会条例施行規則第３条第２項に基づき、出席者が過半数に達しておりますので、当委員会は成立していますことをご報告申し上げます。
また、第１回の鎌倉市観光基本計画推進委員会に引き続き、委員長は海津委員、副委員長は仲田委員にお願いしたく存じます。

	委員長・副委員長
	―了承―

	事務局

	ありがとうございました。よろしくお願いいたします。

今後の進行は委員長に行っていただきますが、その前に会議の公開について確認しておきたい事項があります。委員会は委員長が公開は適当でないと判断した場合を除き、公開が原則となります。また、会議録についても同様に原則公開となります。委員会終了後、各委員に発言内容を確認していただいた後にホームページ等で公開したいと考えております。その際には忌憚の無い議論の妨げとならないよう委員名を伏せた形で記載したいと考えています。本日の議題の内容については特段秘匿するものではありませんので、原則どおり公開とするのが妥当だと事務局は考えておりますが、ご確認をお願いします。

	委員長
	委員の皆さまいかがでしょうか。特に異論が無いようでしたら事務局案でよろしいかと思います。

	事務局

	次に傍聴についてです。今回、傍聴希望者はいませんでした。

それでは進行を委員長にお渡しします。

	委員長
	議題１、第３期鎌倉市観光基本計画実施計画の確定について事務局から説明をお願いします。

	事務局

事務局

事務局

事務局
	事務局から説明をさせていただきます。

　事前に送付させていただいております資料に沿ってご説明させていただきます。

　お手元に資料はご用意いただいておりますでしょうか。

　資料１は、アクションプランとして重点的に取り組む事項の取組状況をまとめたものです。

　観光基本計画本推進委員会において５回にわたり協議を行った内容を以って、第３期観光基本計画の今後の５年間の具体的な取組を示したものを、「観光基本計画実施計画（アクションプラン2020）」として、３月に取りまとめを行いました。

令和２年からの新型コロナウイルス感染症拡大の影響を踏まえ、コロナ禍でもできること、できないことを区分し、コロナ禍における重点施策とコロナ終息後の重点施策を策定し、当面は情報の収集及び発信を重点的に取り組んでいくこととしています。14ページから23ページ重点施策は、５つの項目を挙げています。
配布資料（４）「資料１　重点施策の取組状況」をご覧ください。この資料で、５つの重点施策の進捗状況をご説明します。

重点施策１は「NHK大河ドラマ『鎌倉殿の13人』に関する取り組み」です。

資料１の表紙をめくっていただき1ページをご覧ください。取組番号Ａとして、広域的な施策としては、神奈川県観光課の取りまとめのもと県内での広域連携協議を行っています。具体的な事業としては、今年度にデジタルマップの作成、キャラクター・ロゴの公募による作成の後、来年度以降県内周遊案内を予定しています。

鎌倉市では、令和２年度にNHK大河ドラマ『鎌倉殿の13人』推進協議会を設立し、各部会で取り組み内容を検討しています。来年度以降、混雑可視化システムの運用実施や観光客の分散化のための情報発信を予定しています。大河ドラマ館の運営については、今年度運営事業者及び大河ドラマ館ホームページ運用業者が決定したところです。来年３月の開館に向けての調整を重ねている状況です。

次に、重点施策２は「体験型・着地型観光の推進による鎌倉ファンの拡大」です。

２ページをご覧ください。取組番号９「着地型観光事業」の取組として、鎌倉プレミアムツアーの企画・販売を予定しています。新型コロナウイルス感染症拡大に伴い実施は見合わせていますが、令和２年度は、長谷寺での貸し切りツアープランを作成しました。今年度は、NHK大河ドラマ『鎌倉殿の13人』にまつわるゆかりの地を巡るツアー作成のための調整を進めており、来年度以降もその他必要なプレミアムツアーの造成を行っていきます。

３ページをご覧ください。取組番号Ｂ「文化財保護の観光資源としての活用」として、令和２年度から実施している国指定重要文化財光明寺本殿の改修について、見学・参拝を行うツアーの催行について調整を行っていましたが、新型コロナウイルスの影響により、実施を断念しました。来年度以降、文化財の修復場所の確認を行い、ツアー実施に向けて調整を行っていきます。

次に、重点施策３は「教育旅行の満足度向上によるリピーターの獲得」です。

４ページ目をご覧ください。取組番号Ｃ、「校外学習おすすめ施設の紹介」として、令和２年度に、鎌倉観光公式ガイド内に教育旅行者向けの鎌倉観光の紹介ページを作成しました。そこでは、児童・生徒の受け入れが可能な店舗等を紹介しており、今後も継続して市内事業者と調整の上、情報発信を進めていきます。

この他に、一定の基準に基づいた推薦を行い、資料請求や相談のあった学校等へ情報提供を行うことについて、現在は請求のあった学校等へ鎌倉市で発行している観光パンフレットを送付し情報提供を行っています。来年度以降、推薦のための基準を検討、確定し、パンフレットと併せて新たに情報提供を行っていきます。

５ページ目をご覧ください。取組番号Ｄ「学校向け教育旅行コンサルティングの実施」として、令和２年度から継続して学生向けの体験メニューの調整や、新型コロナウイルスの影響により修学旅行の延期になった県内の学校向けの新たな宿泊プランの造成に向けた調整を図っています。来年度以降は、相談窓口の構築も検討してまいります。

次に、重点施策４は「地域主体の観光地経営実施体制の整備」です。

６ページから７ページに取組内容の概要を記載していますが、今後具体の取り組み項目が確定次第アクションプランとして再度設定予定です。

次に、重点施策５は『「泊まる観光」の推進』です。

これは重点施策５つのうち、新型コロナウイルス収束後の重点施策として定めているものです。

８ページをご覧ください。取組番号Ｅ「宿泊型観光の魅力の分析」として、鎌倉の宿泊状況の実態の把握、施策の効果測定を目的としてアンケート調査の実施を検討しています。宿泊施設に設置し、宿泊者を対象に実施するもので、現在、アンケート項目の作成や実施方法の検討を行っています。来年度以降、新型コロナウイルス収束後に実施を予定しています。

９ページをご覧ください。取組番号Ｆ「宿泊型観光の魅力の発信」として、夜間や早朝における観光情報の発信や「泊まらなければ分からない鎌倉」のプロモーションを実施予定です。コロナ収束後、取組番号Ｅのアンケート結果を踏まえて計画を策定予定です。

　以上が今後の５年度に渡って取り組むべき重点施策についての進捗状況の説明となります。

今後資料に記載のスケジュールで重点施策を実施していく中で、都度進捗をご報告し、委員の皆さまにはご意見を頂戴いただけたらと思います。

事務局からは以上です。

	委員長

	ありがとうございました。
ご意見がある方は、マイクのミュートを外していただき、ご発言ください。

	委員

	資料に記載されている施策がなされていくとよいと思います。
取り巻く環境が大きく変わっていく中で情報の共有が出来たらいいと思っています。

	委員長
	ありがとうございます。

	委員
	この２年間コロナと向き合いながら仕事をしていて感じていましたが、

今後コロナが収束することは考えずにウィズコロナの考え方で進んでいく以外に方法はないと思っています。自粛期間の中でも観光に訪れる方は一定数います。そういった方々は鎌倉観光に非日常を求めているのではないかと感じています。
しかし、私たちが発信していきたい観光とは、例え、非日常であったとしても、鎌倉の風土や歴史の良さを伝えていきたいというのが根底にあると思います。
ただ、コロナ禍の中で、ファンタジーといいますか、テーマパークのような形で求められているものが多くなってしまっているように思います。それを大河ドラマの機会を活かし、歴史に目を向けてもらうか、子供たちに対しても鎌倉の楽しみ方をどのように啓発していけるか考えなければ、テーマパークのような要素が強くなってしまうと思います。
先が見えないからこそ、計画を計画で終わらせないようしっかりと枠組みを作らなければいけないのではないかと思います。

	委員長
	ありがとうございました。
施策が数多くある中で、重点施策が数点に絞られているという意味では、ここが今、鎌倉市がやるべきことと見極められたのかなという気がします。
個人的には中杉委員の意見に同感しています。
もしよろしければ、来年度大河ドラマでやろうとしていること、内容についてお話しいただくことはできますでしょうか。

	事務局
事務局
	今、お話がありました、大河ドラマ担当の取り組みについてお話したいと思います。
重点施策として大河ドラマ館を設置しようと考えております。大河ドラマはあくまでドラマのなかのものでありますが、大河ドラマ館では大河ドラマを実際に体感していただくものです。
また、歴史を知っていただくため、国宝館、歴史文化交流館での史実に基づく展示と大河ドラマのフィクションを連動させた展示で歴史を知ってもらうことを考えています。
併せて、市内だけでなく、市外の小中学校についても本取組のお知らせしながら周知していくことを考えているところです。

	委員長
	ありがとうございました。
このお話に関係して、プレミアムツアーをさらに計画されているようですが、これはどのような内容でしょうか。

	事務局
	プレミアムツアーにつきましては、大河ドラマに連動し、史実に基づく19か所の関連する施設をピックアップしたところです。
この関連する施設を回っていくためのツアーを検討しているところです。
一例を申し上げますと、大河ドラマ館に来た方が、ガイド協会と連動し、関連する施設を巡るようなツアーを検討しています。
また、体験するものについても本ツアーに組み込んで熟成できないかと検討しています。

	委員長
	ありがとうございました。

	委員
	プレミアムツアーのお話があがりましたけれども、旅行商品として提供するものでしょうか。

	事務局
	先ほどお話ししたものはひとつの例ですが、現在、観光協会とも大河ドラマと連動したゆかりの地を巡るツアーを検討しているところですが、こちらは旅行商品に該当するものであると思います。

	委員
	ありがとうございます。
また、先ほどの説明の中であまり触れられていませんでしたが、インバウンドについての施策はこの状況ですからストップという事でよろしいですか。

	事務局
	インバウンドに関する施策は検討項目とさせていただいておりまして、今後の具体的な取り組み項目が確定次第、アクションプランとして挙げさせていただくこととなります。

	委員
	わかりました。
もうひとつよろしいでしょうか。
重点施策の中に「文化財保護の観光資源としての活用」とあり、光明寺本殿の改修見学ツアーがあげられていますが、光明寺以外にはありますでしょうか。

	事務局


	これから光明寺以外も作っていきたいと考えています。
光明寺からは事前に改修の話を伺っていたためにツアーについて調整をさせていただいておりましたが、他の文化財については改修がいつあるのかにも依ることから、これから調査のうえ検討したいと考えています。
そのため、光明寺以外の具体的な場所を決定するまでにはまだ至っていません。

	委員
	ありがとうございます。

	委員長
	意見をありがとうございました。
これから実施しようとしている施策が具体化すると良いと思います。
次の議題に移りたいと思います。

	事務局
事務局
	配布しております資料「観光基本計画５年間の取組状況」をご覧ください。
令和３年３月をもって、平成28年３月に策定した第３期鎌倉市観光基本計画の計画期間が折り返しを迎えたことから令和２年度までの５年間の取組状況を報告するものです。次第の配布資料（５）「資料２ 観光基本計画５年間の取組状況」をご覧ください。この中で代表的な取組をご紹介します。

２ページをご覧ください。「取組番号２「知られざる鎌倉」に関する案内・誘導」では、平成28年度にクラウドファンディングを活用し、比較的に知られていない鎌倉の逸話を紹介する往事案内板の設置を行いました。平成29年度から令和元年度にかけては、漫画「鎌倉ものがたり」を活用した施設案内板を観光客の分散化を狙い、観光客が集中する地域以外から選定して設置を行いました。

34ページをご覧ください。「取組番号36　 観光マナーの周知・啓発」では、観光案内図などの配布物に社寺や街中での迷惑行為について記載を行い周知・啓発を行っており、平成30年度には鎌倉市公共の場所におけるマナーの向上に関する条例を制定し、ハイキングコースや街中での混雑時の飲食をしながらの歩行などについての迷惑行為について周知・啓発を行いました。

40ページをご覧ください。「取組番号42「徒歩散策コースの案内や散策地図の提供」では、市民活動団体との協働事業により、市内の主要観光エリアへ歩いて移動するための地図を作成し、観光客の混雑時期を中心に配布を行い、主要交通機関の混雑緩和や主要観光エリアへの移動途中も含めた観光の推奨を実施しました。

66ページをご覧ください。66ページから68ページにかけて、取組番号70、71、72にて『公衆トイレの整備』として、国や県の補助金を活用し、妙本寺、八幡宮裏、浄智寺、本覚寺及び極楽寺駅の公衆トイレをバリアフリー対応などユニバーサルデザインに配慮した公衆トイレの整備を行いました。

70ページの取組番号74『店舗等におけるメニューや案内表示の多言語化』では、平成28年度から市民活動団体との協働事業として、市内飲食店等のメニューの多言語化を行っており、外国人観光客の飲食や物産品の購買などの消費活動における利便性を高め、店舗等の外国人観光客受入態勢強化の支援を行いました。

５年間の取組状況について、事務局からは以上です。

	委員長
	ありがとうございました。
今の説明に対し、何かご意見はありますでしょうか。

	委員
	鎌倉の観光を進めている主体、例えば観光協会、鶴岡八幡宮、あるいは直接的に観光に関わっている皆さんにそれぞれがどの様な施策を行い、どのような成果が出ているか、共通認識は持てているのでしょうか。

	事務局
	先ほど、資料２にて、いくつか取組を説明させていただいたところですが、この資料に実施団体についてもまとめて記載しているところです。
また、この内容を共有できているかについてですが、現段階では各実施団体からヒアリングを行い、資料としてまとめている状態です。

	委員
	それをベースに今後会議でお話があるという認識でよろしいですか。

	事務局
	今後も取組の成果をチェックし、報告します。

	委員
	ということは今後この場でどこかの主体、例えば観光協会のウィズコロナあるいはアフターコロナの取組について皆で協議できるのでしょうか。

	事務局
	観光基本計画の取組については進行管理をしているところですから、新たな取り組みが出てきたような場合、我々から皆様に報告する形になると思います。

	委員
	私は商工会議所の観光部会長としてこの会議に参加させていただいておりますが、ほとんど情報が入ってこない状況です。このような中、皆で手を取り合って観光をどうにかすることが出来るのか疑問を感じています。

	事務局
	まさにこの２年間は新型コロナウィルスの関係でほとんどのイベントは中止となっています。イベントは鎌倉まつり、花火大会、薪能等代表的なものに留まらず、地域のお祭り等、大小を問わず中止となっている状況です。
このような状況を皆様で共有することがこの会議のひとつの目的でもあります。
先ほど説明いたしました資料２の中で、我々が把握している情報は記載しておりますので、ご覧いただきましてご理解いただけたらと思います。

	委員
委員
	先ほどのご指摘と同じことを感じています。
情報が入ってこないということは、市民にはもっと伝わっていないと思います。
鎌倉市としてやるのであれば皆をまとめて観光施策に取り組んでいくことを考えないとまとまりがないように感じてしまいます。
計画として、ひとつひとつの施策はすごく考えられていて、連携が取れているのは分かるのですが、全体としてのまとまりでみたときに、一部の方々に偏っていないか、連携がとれているのか、統一した認識を持てているのかという大きな問題を解決できないままになってしまうのではないかと感じています。

	委員長
	鎌倉がやろうとしている観光を共有する媒体、ツールがないのではないかということでしょうか。

	委員
	それもありますし、共通の認識としてシェアできてない気がします。

	委員長
	事務局いかがでしょうか。

	事務局
	委員のご意見はよく分かりました。
観光施策は行政のみが主導権を持って進めるものではなく、観光に携わる様々なセクターがそれぞれ行い、それを共有することで鎌倉が盛り上がると思います。
では、今後どうしたらよいか、どのようなことをやるべきか、具体的なご提案を、この推進委員会で委員の皆様からいただければ幸いです。

	委員
	次の展開の原案が見えてこないため、部長なり、議長からひとつ提案を出していただいて、それに対し賛成し、決まったことに対し、皆でフォローする形で進めていけないでしょうか。

	委員長
	ありがとうございます。共有の機会やツールが作れると良いですね。

	委員
	取り残されてしまっている感がある。我々が後を追っているようではミーティングの意味をなさないように感じてしまいます。

	委員長
	　ありがとうございます。大きなご提案をいただいています。この時間でお返事できますでしょうか。

	事務局

	いただいた意見にどういった形で対応できるのか、検討させていただき、また皆様に共有させていただければと思います。

	委員長
	市民のための観光というか活動をしているわけで、皆さんが共有できないということは本末転倒ではないかと思います。
それでは大きなご提案をいただいたので、考えて見直していけたらと思います。
次の議題について事務局からお願いいたします。

	事務局
事務局
事務局
事務局
	一点ございまして、昨年度の観光事情のご説明をさせていただきます。
お手元の水色の装丁、次第の配布資料(３)の鎌倉市の観光事情令和３年度版をご覧ください。

表紙をめくっていただくと、目次に続き、令和２年度の実績概要となります。令和３年度版に記載している内容は令和２年度のものとなりますので、ご承知ください。

２ページは令和２年度の実績概要、３ページから６ページにかけては、具体的に目標に沿った取り組みについて記載しています。

まず、３ページの目標１の「歴史、文化、景観といった様々な遺産を保存・継承しつつ、知られざる鎌倉の魅力や価値を掘り起し、新たな観光資源として発展・向上させます。」の令和２年度の取り組みにつきましては、夏季の鎌倉海岸の安全確保や風紀維持、観光案内板のリニューアル、令和元年度に台風の被害を受けたハイキングコースの復旧作業を行いました。

夏季の鎌倉海岸については、令和２年度は海水浴場の開設を断念しましたが、一定数訪れる海岸利用者の影響に鑑み、マナーアップの推進や事故未然防止のための人員配置を行いました。

また、観光案内板については、等覚寺の名所掲示板のリニューアル等を行いました。

令和元年度に台風の被害を受けたハイキングコースは、復旧作業を実施し、現在は葛原岡・大仏ハイキングコースの全区間と天園ハイキングコースの一部が通行を再開しています。

４ページの目標２の「成熟した観光都市としての鎌倉に市民が誇りや郷土愛を感じつつ、安心して穏やかに暮らせるまちをつくります。」の取り組みにつきましては、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い危機管理の観点からも安心した市民生活を維持できるよう、観光客等に対する感染症対策の呼びかけを行いました。

具体的には、鎌倉観光の際に守ってもらいたいことを「７つのお願い」にまとめホームページやTwitterで周知したほか、食べ歩きによる飛沫感染防止のため事業者へ啓発チラシの配布を行いました。

５ページの目標３の「誰もが安全で快適につつがなく鎌倉で学び楽しめるように、観光客を受け入れます。」の取り組みでは、地区案内板の修繕、ホームページでの情報発信を行いました。

地区案内板は、江ノ電腰越駅に掲示している案内板のリニューアルを行い、ホームページでの情報発信については、コロナ禍における各施設の開館状況等の発信や混雑回避のための分散化を目的とした観光のみどころ発信など、正確で迅速な情報発信を行うよう努めました。

６ページの目標４の「観光の振興を地域の活性化につなげます。」の取り組みにつきましては、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い具体的な事業の実施は、多くが見合わせとなりましたが、コロナ禍において分散化が提唱されるようになり、鎌倉市では元来の特徴として観光客の分散化を推進していたことから、鎌倉市観光基本計画に基づき、SNSを活用してあまり知られていない四季折々の花の名所の紹介や歩く観光の推進等により分散化に努めました。

続きまして、７ページの「２　目標指標の令和２年度実績数値」について指標の番号順に説明します。

まず、８ページをご覧ください。指標１の宿泊客数については、最低目標値は37万人、目標値は40万人ですが、令和２年度については25万人となりました。宿泊者数は、前年度比約21.5％減少していますが、15ページに記載している実観光客数に対する宿泊客の割合については4.33ポイント上昇しており、コロナによる日帰り客の減少や観光庁の施策であるGoToトラベル等による宿泊者の増加が考えられます。

次に、10ページをご覧ください。指標２のホームページアクセス件数については、最低目標値は430万件、目標値は500万件ですが、令和２年度は約248万件で、前年度比約120%と、令和元年度のホームページ開設後着実にアクセス数が向上していることがわかります。

次に、11ページをご覧ください。指標３の滞在時間については、最低目標値は５時間、目標値は5.5時間です。鎌倉を訪れた観光客へのアンケート調査の結果、令和２年度は4.3時間となりました。

次に、指標４の平均立寄地点数については、最低目標値は３地点、目標値は４地点です。同じく鎌倉を訪れた観光客へのアンケート調査の結果、2.57箇所でした。今後も新たな鎌倉の魅力を紹介し、回遊性を高めるよう努めます。

なお、指標３、指標４の基となるアンケートについては、直接観光客と面談して聴き取ったものとウェブサイト上で行ったものを合計し平均したものです。

次に、12ページをご覧ください。延べ観光客数については、最低目標値、目標値とも現状維持と設定しています。延べ観光客数は738万人で、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を大きく受け令和元年の1,902万人を大幅に下回りました。

次に、16ページをご覧ください。指標６の市民満足度、指標７の市民の理解度は、市の企画課で毎年行なっている市民意識調査の設問の回答から算出するものですが、令和２年度は実施がありませんでした。

次に、17ページ目をご覧ください。指標８の観光客の満足度については、鎌倉に訪れた観光客へのウェブサイト上で行ったものと、直接観光客と面談して行ったアンケートにおいて「鎌倉に来る前の期待と比べて全体的に満足していただけましたか」の問いに対して、「たいへん満足」、「やや満足」と答えた人の割合で81％でした。最低目標値は85％、目標値は90％ですので、今後も満足度を向上する取り組みを推進してまいります。

次に、20ページをご覧ください。指標９の校外学習の児童・生徒の満足度については、最低目標値は85％、目標値は90％です。鎌倉を校外学習で訪れた学生に実施したアンケートによるもので、「鎌倉を校外学習で訪れた結果、どのくらい満足していますか」との問いに対し、「たいへん満足」、「やや満足」と答えた人の割合で92.4％でした。

21ページの後段をご覧ください。指標10の再来訪意向率です。最低目標値は90％、目標値は95％です。こちらも鎌倉に訪れた観光客へのウェブサイト上で行ったものと、直接観光客と面談して行ったアンケートによるもので、95.1％という結果でした。

22ページをご覧ください。指標11の観光消費額です。最低目標値945億円、目標値1,036億円ですが、令和２年は214億円でした。

23ページの指標12は、宿泊客一人あたり観光消費額です。算出方法は22ページ後段を参照ください。最低目標値21,673円、目標値27,000円ですが、令和２年は20,815円でした。

24ページをご覧ください。指標13の日帰り客一人当たり観光消費額です。最低目標値7,180円、目標値7,726円ですが、令和２年度は5,116円でした。

25ページの指標14、観光の担い手の満足度です。目標値は今の時点で設定されておらず、この指標を測るための調査は、計画策定時に調査内容や方法、対象者の検討などが行き届かなかったことで、平成28年度から調査を見送っています。

26ページ以降は事業等の実績となりますので、説明を割愛させていただきます。

以上で、説明を終わります。

	委員長
	はい、ありがとうございました。
実感で結構ですが、コロナ禍の中、観光客の内容というか、来られる方にどのような変化がありましたでしょうか。

	事務局

	数値として年代の割合を持っているわけではありませんが、実感として圧倒的に若い方々が多くなったのかなと思います。
やはり、元々、鎌倉の観光客の年齢層は高かったのですが、新型コロナウィルス感染症に対する危機感というものと若者の危機感の薄さが顕著にあらわれたのではないかと感じています。

	委員

	団体で観光する方々は９割５分減。特に外国人客については100パーセント来ない状況ということです。観光に頼っているお店は次々に店を閉じている状況ですね。
ただ、地元に根差した商売をしている方は６、７割の売り上げはキープしているような印象があります。
これから観光客が戻ってくるかというと、大河ドラマで動機付けはあると思いますがそれほど期待はできないだろうと思います。
ただし、修学旅行に関しては、学校のカリキュラムに組まれていることもあるだろうと思いますので、積極的にPRしていくべきだろうと思います。

	委員
	現在、どうやって観光を再開していくか、お寺としても探っている状態です。再開して批判を浴びることの懸念があるため、観光案内所をいち早く開けるなど、鎌倉市や観光協会から再開方法を提案していただけるとありがたいです。

	事務局
	ありがとうございます。
市全体で申しますと、感染抑制というものが第一優先の命題であったことから、観光案内所で情報提供することは大事であると認識していたのですが、やはり感染抑制を第一に考えたいというところで観光案内所を閉める等の選択をさせていただいたところです。
ただ、これから新型コロナウィルスの感染状況がどのようになるか、我々としても見通せないところですが、観光の消費額が落ち込み、打撃を被っているなかでどうにか回復していかなければなりません。
コロナが落ち着けば自然に観光客が増えてくると考えるのではなくて、鎌倉にまた来ていただけるような施策として今回の重点事業をベースに考えていきたいと思います。
具体的なところは観光協会と市の両輪で取り組みを進めていきたいと思います。

	委員長
	ありがとうございます。よろしいでしょうか。

	委員
	最初に緊急事態宣言の時には大手を振って「来ないでください」と言ってしまったので、まだ時期としては早いかもしれませんが、今度は「こういう形で来てください」と提案も発信していただきたいですし、何か新しい計画があるときには是非お寺も仲間に入れて欲しいと思います。

	委員
	日本人がどれくらい日本を知っているか、というキーワードで、いくらでも鎌倉は発信ができると思います。
学びの場でもあるでしょうし、観光も一つの学びと昔は言っていたようです。そういったところを市が積極的に支援・PRしていく、日本人のアイデンティティーを探す、そういう鎌倉探しを是非キーワードとして進めていってほしいと思います。

	委員長
	ありがとうございました。
今のお話のどうやって再開していくかはとても大事だと思うのですが、恐らく、来てくださいと言う前に、どういうガイドライン・ルールを作って迎えるかという体制を作ることが必要ではないかなと思います。

	委員

	最後になんですが、改めて、市から提案していただいて、我々がこの場を通して賛成していく皆で、実行していく、約束していく、そういう場にこの会議をしていけたら有意義になると感じました。

	委員長
	事務局からいかがでしょうか。

	事務局
	ご提案いただきましたので、どういった形でできるのか検討して取り入れていきたいと思います。

	委員長
	はい、それでは、一通り議題が終了しましたので進行を事務局にお返ししたいと思います。

	事務局
	どうもありがとうございました。

以上をもちまして、本日の観光基本計画推進委員会を閉会させていただきます。

皆様には、長時間にわたり活発なご意見をいただき、ありがとうございます。

また、前回に引き続きオンライン会議の開催となりましたが、円滑な会議にご協力いただき、ありがとうございました。
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